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１ 学校評価委員会の実施内容 

会 場…目黒区立第七中学校 会議室（２階） 

（１）第１回実施日時 令和５年７月８日（土）午後４時から午後５時 

   経営方針の説明と現状報告・道徳授業地区公開講座及び意見交換会情報交換 等 

（２）第２回実施日時 令和５年１１月９日（木）午後５時から午後６時 

   学校統合の状況・学校行事の報告・学校評価アンケート 等 

（３）第３回実施日時 令和６年２月１日（木）正午から午後２時 30分 

学校行事の報告・学校統合の状況・学校評価アンケート分析と次年度の課題 等 

 

２ 参加者 

今川 昭彦 様 平野 謙 様 打尾 博 様 蒲田 真由美 様 副島 友子 様 

 

３ 評価の結果等            ※四者…児童・生徒、保護者、地域の方、教職員のこと。 

評価項目 四者※による学校評価アンケ

ートの結果分析 

◎（成果）、●（課題）、

⦿（成果と課題の両者を含む） 

次年度の教育活動の改善点 学校評価委員会での意見 

学校全体について 

・学校の雰囲気、学習環

境、教職員の態度など

について 

 

◎例年同様の学年行事が

実施できた。また、様々な

場面で、タブレット端末を

活用し、「個別最適な学び」

と「協働的な学び」の一体

化を図り、仲間とともに協

働的に課題解決できる力

の育成ができた。 

 

●七中レガシーを全教職

で共有し精査していく。 

・学校統合へ向け、七

中・九中の教職員間で教

育計画等の共有化を進

め、令和七年度新校での

教育活動の充実を図る。 

 

・生徒会組織を軸とし

た活動、生徒会交流、検

討部会等の生徒参加等。 

各授業で、生徒が生き

生きと学習に取り組む

様子を見て、改めて学校

の良さを感じた。 

長い歴史のある学び

舎には、様々な思い出が

あり、生徒達が大切に受

け継いでいることを誇

りに思う。 

学校評価が電子化さ

れたことで、様々な弊害

もあると感じる。 

Ⅰ 教育目標について 

・教育目標、時程、教育

内容全体について 

 

◎保護者や地域への授業

や行事の公開により、学校

教育目標や指導の重点等

の理解促進ができた。 

 

●地域との協働により、開

かれた学校づくりを推進

する。 

・令和七年度新校の教

育計画策定へ向け、各分

掌等ごとに九中との学

校の教育計画等の共有

を図る。 

 

生徒によるボランテ

ィアの活躍が見られた。 

今後も、学校と地域と

の連携により、教育活動

が充実していくと良い。 



Ⅱ 心の教育について 

・道徳科（道徳）の授業

の充実や児童・生徒の

道徳的実践力の向上

に向けた取組につい

て 

 

◎ローテーション道徳授

業、教育課題に応じた外部

講師や地域人材の活用に

より、人権教育や道徳教育

の推進を図ることができ

た。 

 

●校内外のボランティア

清掃や地域での活動等を

通じ、生徒の道徳的実践力

の向上を目指す。 

・区内外のすぐれた道

徳科の授業や道徳教育

の実践事例をもとに、道

徳教育推進教師等を中

心として、道徳科の校内

研修を行う。 

 

・道徳授業地区公開講

座の充実を図る。 

明るくあいさつが盛

んな学校だと感じる。道

徳科の授業での学びが

学校全体の道徳教育に

つながっていることを

理解できた。 

 

Ⅲ 学習指導等について 

・学力の定着・向上に向

けた授業の改善・充

実、少人数指導、○○

タイム、主体的に学習

に取り組む態度等の

取組について 

・職場体験等体験活動、

自然宿泊体験教室、 

キャリア教育等の充

実について 

◎GIGA スクール構想の

下、ハード面ではタブレッ

ト端末の適正な管理と運

用をし、ソフト面では、

ICT 活用研修機会のさら

なる充実と ICT 推進リー

ダー等を中心に、授業等で

の多様なアプリの活用に

努めた。  

 

⦿合同自然宿泊体験教室

等を通じ、九中との交流促

進ができた。 

・タブレット端末を活

用した家庭学習の支援、

補充教室の実施、校内研

修等により、教科横断的

な視点での授業改善を

進め、指導と評価の一体

化を進める。 

 

・職場体験や上級学校

出前授業等により、生徒

のキャリア発達支援を

行う。 

生徒が集中できる良

い雰囲気で、学習に取り

組んでいると思う。 

タブレット端末を活

用した家庭学習の支援

には、発達段階に応じた

ICT リテラシーのよう

な取り組み推進が不可

欠だと感じた。 

現在の取組を支持す

る。 

Ⅳ 体育・健康教育につ

いて 

・体力向上、健康の促

進に向けた取組について  

 

◎運動会や区連合体育大

会、部活動を通じ、生徒自

身が体力向上を実感でき

ていた。 

 

●感染症等による行動制

限の期間等の影響を考慮

した安全・安心な体育的な

行事の実施等。 

・全国体力調査等の結

果を踏まえ、生徒の持久

力向上へ向け、運動習慣

の日常化を図る。 

 

・保健給食委員会を中

心とし、生徒主体での感

染症拡大防止や健康管

理等の活動を支援して

いく。 

前年度評価からマイ

ナスの数値がでたが、健

康教育に関して、保健給

食委員会の「睡眠」や「感

染症防止策」等の取り組

みを今後も推進してい

くと良いと感じる。 

Ⅴ 特別活動について 

・学校行事の充実、異学

年交流活動、クラブ・

部活動の活性化など

について 

 

 

 

⦿様々な行事等で、生徒の

主体性を育むことができ

た。 

また、九中との合同練習会

や交流試合等を通じて、学

校統合へ向けた交流促進

が実現できた。 

 

・九中との部活動交流

や合同練習会を通じて、

生徒の主体性や協働す

る力の向上を目指す。 

学校行事等の取組な

ど生徒がねらいを知っ

た上で活動できている

ことが分かった。地域と

の関わりにしっかりと

対応していってもらい

たい。 



Ⅵ 学校生活全般について 

＜生活指導＞ 

・生活規律の徹底、いじ

めや不登校の現状と

対応、教員の関わり

方、 

特別支援教育への取

組などについて 

 

◎特別支援教室巡回教員

による校内研修により、全

教員が、生徒一人ひとりに

合った指導や支援につい

ての実践力を磨くことが

できた。 

また、ハートフルウィーク

（全教員による教育相談）

等の実施により、生徒自身

の自己肯定感向上支援や

生徒理解を深めることが

できた。 

 

・九中との生徒会交流、

校風や生徒会活動に関

する相互理解を促進し、

統合へ向けて両校の生

徒の自治力を高めてい

く。 

 

・生徒の心の健康を守

る取組の充実に努め、い

じめの未然防止や早期

発見、早期対応等におけ

る実践力向上を図る。 

学校が、細やかな指導

や対応を行っていると

感じる。今後も、学校の

丁寧な指導等を期待す

る。 

＜防災教育・安全指導＞ 

・事故や災害に関する安

全教育や情報モラル

教育の充実、安全管理

などについて 

 

◎日常の避難訓練や安全 

教育の確実な実施や消火 

訓練等防災教育の充実に 

努めた。 

 

●統合に向けて、防災教 

育・安全指導の取組を精査 

していく。 

 

 

・統合校間で、教職員の

指導力の向上や指導体

制の維持に努める。 

防災教育の拡充に向

けて、工夫・改善に取り

組んでいることが分か

った。有事には中学生の

活躍も地域では期待さ

れていることから、今

後、地域と連携を図った

取組も期待したい。 

＜幼・保・小・中連携＞ 

・中学校や同じ中学校区

の小学校との連携に

ついて 

・近隣の幼稚園・保育園

との連携について 

 

⦿小中連携の取組につい 

て、確実に実施し、9 年間 

を見通した育成するべき 

子ども像の共有化を図る 

ことができた。 

 

・統合へ向けて、小中連

携で実施している活動

について情報共有と整

理を進める。 

小中連携の取組が計

画通り行えたと思う。現

在の取組を支持する。 

Ⅶ 情報の発信、家庭・

地域との連携につい

て 

・学校の情報発信や地域

人材の活用、保護者の

協力状況、PTA 活動の

充実などについて 

 

◎感染症等以前の取組に 

ついて、完全実施及び精 

選することができた。 

また、共通連絡システムや 

HP 等により、迅速な情報 

発信を行うことができた。 

 

・紙面とデジタルでの

情報発信について今後

も検討していく。 

情報発信の方法も変

化していくと考えられ

る。適切な運用を期待す

る。 



Ⅷ  教員の人材育成に

ついて 

・日常の職務をとおして

専門性と協働性の育

成、教育公務員の自覚

について 

 

⦿校内研修を参集とデジ 

タルとの両面で実施する 

ことで、時間や内容の効率 

化を図ることができた。 

また、日常の業務を通じ 

て、各主任が主となり、教 

員同士の学び合いが活性 

化した。 

 

・統合新校全体で、教職

員全体で学び合うこと

ができるように、紙とデ

ジタル併用での研修を

行う。 

学校統合へ向けて、良

い人材育成の環境作り

を進めてほしい。 

Ⅸ  教員の働き方改革

について 

・校務支援システムの活

用、「チーム学校」を

意識した業務分担等、

組織的な業務の効率

化・最適化について 

 

⦿各主任を中心として、業 

務の標準化を進め、休暇を 

取得しやすい業務体制整 

備や雰囲気づくり・心理的 

安心を保てる職場環境づ 

くりに努めた。 

 

・学校統合推進へ向け

て、目黒区等の業務改善

モデル校での取組を参

考に、会議の精選、事務

処理の効率化、各種デジ

タル化を推進する。 

管理職による具体的

な業務改善の声がけ等、

良く取り組んでいると

判断した。更なる改善を

期待する。 

 

 

 


